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1. プログラムについて  
このプログラムは TKT Campus Asia プログラムと言われています。東京

工業大学、KAIST、清華大学の３つのアジア理工系トップの大学の学生た

ち間研究、授業の交流プログラムです。私は今回このプログラムのサマー

プログラムに参加しました。期間は８月４日から９月４日までです。派遣

先は韓国の KAIST です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2. KAIST について  

KAIST は韓国科学技術院で、Korean Advanced Institute of Science and 
Technology の略称です。韓国の大田広域市に位置しています。大田広域

市は韓国５番目の大都市で、儒城温泉として有名です。KAIST は韓国で

有名な理工系大学であり、QS 世界大学ランキングにより、世界６０位、

アジア１２位でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. プログラムのスケジュール  
授業は８月４日から８月２７日でした。スケジュールは以下となりました。 

 
 
 
 
 
 
 



4. 授業について  
このプログラムは３つの授業がありました。内容以下となりました。 
Course name Time 
Basic Korean and Korean Culture Mon ~ Thurs. 10:00 ~ 12:00 
Frontiers in Mechanical 
Engineering(Advanced Technology in 
Emerging Fields) 

Mon ~ Thurs. 15:30 ~ 18:00 

Topics in Life Science Mon ~ Thurs. 13:00 ~ 15:30 
私はこの３つの中 Basic Korean and Korean Culture と Frontiers in 
Mechanical Engineering を選びました。Basic Korean and Korean Culture は

韓国語の授業で、基礎文法と会話を学びました。Frontiers in Mechanical 
Engineering は先端的な工学技術に関する紹介しました。Topics in Life 
Science について私は取っていないので、具体的な内容がわかりませんで

した。 
a) Basic Korean and Korean Culture 

私はこの授業をとる前、韓国語を勉強することがありませんでした。

この授業でゼロから勉強しました。最初は基礎的なハングル（韓国語

のキャラクタ）の発音から、基礎文法や挨拶の言葉まで勉強しました。

最後、１０つの言葉で自己紹介が出来ました。

 
i. 안녕하세요 

ii. 저는 관쟌신 이에요 

iii. 중국 사람 이에요 

iv. 동경공대 학생 이에요 

v. 집이 shenyang 에 있어요 

vi. 생일이 사월 십유일 이에요 

vii. 전공이 logistics 이에요 

viii. 한국 비빔밥 맛있어요 

ix. 한국 영화 종아해요 



x. 반갑습니다 

以上のように韓国語で自分の名前、専攻、誕生日など自己紹介出来ま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

b) Frontiers in Mechanical Engineering 
この授業は最先端の工学技術を紹介しました。例えば、人体組織をプ

リントできる３D プリンター、先進的なアルゴリズム、ロボットなど

を３つの大学の先生より講義をされました。 
Topic Professor 
Haptics Prof. Jung Kim(KAIST) 
Technology Entrepreneurship 
for Social Innovation 

Prof. Joosung Lee(KAIST) 

Planning Algorithms Prof. Daiske Kurabayashi(Tokyo tech) 
Unmanned Flying Vehicle Prof. Hanrim Choi(KAIST) 
Rehabilitation robot Prof. Hyongsonn Park(KAIST) 
Human motion and mechanical 
Engineering 

Prof. Sukyung Park(KAIST) 

Introduction to Heat Transfer 
and Its Engineering 
Applications 

Prof. Bongjae Lee(KAIST) 

physical Human Machine 
Interactions 

Prof. Jung Kim(KAIST) 

sEMG Prof. Jung Kim(KAIST) 
3D Printing and 
bio-applications 

Prof. Wei Sun (Tsinghua Univ.) 

全ての講義は以上になりました。 
5. プログラムのトリップ  

このプログラムの中に、２つのトリップがありました。全洲（ジョンジュ）

とソールでした。全洲で韓紙製造センターを訪れました。そこで私たちは

韓紙の製造プロセスを勉強しました。それに、自分の韓紙や韓紙製品も作

りました。韓紙ファションショウも見ました。ソールでは、ソールタワー

に行きました。それに SK 会社も見学しました。そこれデータ通信に関し

ていろいろな先進技術を学びました。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

6. ASPIRE e-Olympic 
私はこの１ヶ月間 TKT Campus Asia 以外 ASPIRE e-Olympic というイベ

ントも参加しました。これはアジア５つの理工大学（東京工業大学、清華

大学、KAIST、南洋理工大学、香港理工大学）の間のスポーツなどの試合

でした。バスケットボール、クイズ、ドライゴンボート、リレーレース、

LOL（あるパソコンゲーム）５つゲームで試合しました。最後私たち東

工大チームは第３位を取りました。 

 
7. 感想や勉強したもの  

a) 勉強したもの 
この１ヶ月間、私はまず韓国をゼロから少し話せるようになりました。

レストランで注文や自己紹介など出来ました。次に、Frontiers in 
Mechanical Engineering で最先端の技術を触り合って、馴染みました。

この中に一番勉強になったのは Appropriate Technology でした。科学

者として、単純なハイテックを途上国に輸出するのは適切ではなく、

相手の需要による本当に必要な技術を輸出した方がよりよいことが

わかりました。 
b) このプログラムが私は日本以外最初のか以外経験として、外国のかた

とのお互いの価値観、考え方などをいっそ深く理解しました。ただ自

分の主張だけを強調してはいけません。相手のことも考える事の大切

さを確実変わりました。それに、英語大切さも一層深く理解しました。

国際コミュニケーションの必要不可欠な能力として、もっと勉強しな

ければなりません。ただ、単なる英語力を増やすこともなく、本当に

国際視野を持っているグロバールなエンジニアをなるように努力し

ます。 


